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研究成果の概要： 

ニホンスモモ‘貴陽’では『味なし果』と呼ばれる低品質果実が樹体内で発生することが問
題となっている。味なし果の発生には光合成産物の生成量低下が影響していると考えられてい
たが、果実品質を決定する葉位と着果位置の関係は不明であった。そこで ‘貴陽’の味なし果
の発生原因を明らかにするため、樹体の一部の葉に LED ライトを照射し果実糖度の分布や照射
部位との関係を調査した。その結果 LED ライト付近では糖度の高い果実が多く出現し、亜主枝
の基部側に照射した区で最も効果が高かった。しかし、ライトの位置にかかわらず主枝先端部
の果実で糖度が高くなる傾向がみられたことから、光環境だけでなく他の要因の影響も考えら
れた。 

 

研究成果の学術的意義や社会的意義 

 本研究により‘貴陽’の光環境の改善による果実品質向上の可能性が示唆され、栽培技術の
発展に貢献すると考えられる。また落葉果樹、特にスモモでは光合成や樹体生理に関する知見
が乏しく、本研究成果は貴重な情報であると考えられる。さらに、農学教育において樹体生理
の理解は栽培に関する基本であるが理解が難しい項目でもある。本研究において作成した樹体
内の果実糖度の分布図は、視覚的に理解を促す教材に応用でき、学生に有用な情報を提供でき
ると考えている。 

 

 

研究分野：農学 

 

キーワード：光合成 遮光 転流 

 

１．研究の目的 

ニホンスモモ‘貴陽’では『味なし果』と呼ばれる低品質果実が樹体内でランダムに発生する
ことが問題となっている。これまでに味なし果ではスモモの転流糖であるソルビトール含量が
少ないこと、味なし果の発生には種子（シンク）よりも葉（ソース）が影響している可能性が
高いことがわかっている。さらに樹体を遮光すると光合成速度が 40％程度に減少し、収穫した
果実のほとんどが味なし果であったことから、味なし果の発生には光合成産物の生成量の低下
が影響していると考えられた。しかし、果実品質を決定する葉位と着果位置の関係は不明であ
った。そこで、本研究では‘貴陽’の味なし果の発生原因を明らかにするため、樹体内の限られ
た葉だけに光合成をさせた場合の味なし果の発生頻度や位置を調査し、‘貴陽’の味なし果の発
生原因を明らかにすることで、その低減に向けた栽培管理技術の指針の構築を目指した。  

 

２．研究成果 

(1)材料および方法 

本学農学部附属地域フィールド科学教育研究センター栽植の‘貴陽’（Y 字仕立て）を供試し、
満開後 10週に樹体を 75％遮光ネットで覆った。遮光下で主枝 1本につき 1 箇所を LED ライト
で照射した（図）。照射部位は主枝の基部側（基部区、A）、主枝の先端側（先端区、B）、主枝
の中間部にある亜主枝の基部側（中間亜主枝基部区、C）と先端側（中間亜主枝先端区、D）と
した。7 月に各処理区につき 25～40 果を樹全体からランダムに収穫し、着果箇所を記録した。
収穫果の可溶性固形物含量（糖度）を測定し、LED ライトの照射箇所との位置関係を調査した。 
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(2)結果および考察 

いずれの処理区でも LED ライトを照射した箇所の周辺に糖度の高い果実が出現した。処理区
ごとに LED ライトを照射した亜主枝内の糖度の分布を比較すると、基部区（A）よりも先端区
（B）や中間亜主枝区（C、D）で、糖度の高い果実が高頻度で出現した。また中間部の亜主枝
において照射部位の違いによる影響を比較すると、中間亜主枝先端区（D）よりも中間亜主枝
基部区（C）のほうが LEDライト周辺だけでなく、亜主枝全体に糖度の高い果実が広く分布し
ていた。一方で、LED ライトの位置にかかわらず、どの処理区でも主枝の先端に着生している
果実の糖度が高い傾向がみられた。 

以上のことから、光環境は果実品質に影響し、特に主枝の中間部においては亜主枝基部の光
量をコントロールすることで果実品質が向上する可能性が示唆された。しかし、光環境だけで
なく樹勢や樹体のバランスなど、その他の要因の影響が大きいことも考えられる。 
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図 ‘貴陽’の樹体における LEDライト照射部位と果実糖度の分布 

  （A：基部区、B：先端区、C：中間亜主枝基部区、D：中間亜主枝先端区） 
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